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リーマンショック前後の日本の平均限界税率




















































平均限界税率は既に様々な推定が行われている。Barro and Sahasakul 
（1983, 1986）は，アメリカのデータを用いて，法定税率から限界税率を平









and Miyazaki （2011）は Joines （1981）の方法を，申告所得税・源泉所得税
の両方に適用し，労働・資本所得別に推定している。その結果，労働限界
税率は Mendoza et al. （1994）とほぼ同じかやや低く，資本限界税率はやや
高いというものであった。 
Gunji and Miyazaki （2011）が推計した日本の平均限界税率をもちいた論
文が増えつつある。 Ko （2011）は新古典派成長モデルに平均限界税率を導










ただGunji and Miyazaki （2011）は，1963〜2007年の推定のため，リーマ
ンショックの時期を含んでいない。論文発表時には入手できないデータが















































































地保有税+事業所税とする。分母については，資本分配率  を用いて 
 とすることで推定する。















ことで，  や  が基準改訂によってほとんど変更がない＊2。このた






























の合計），  は人数，  は課税所得総額である。データはすべて『国税庁
統計年報書』から得られる。
労働所得・資本所得のウェイト  および  は，以下の式によって推
定する。
 
















平均限界税率 MTRKは変動が大きく，値も 0.6前後と高い。また， 2008年
には MTRKのみが変動しており，MTRLは変動が見られない。SNAの基準
の違いによって MTRLはほとんど変わらないにもかかわらず， MTRKは低
めに推計されている。これは，93SNAの 2005年基準で，資本分配率  が
減少したことにより，式（2）の  が増加したからである。なお，ウェイ

























Gunji and Miyazaki （2011）と同じである。
税を比例税と累進税に区分し，階層  の税額は，
 
と定義する。ただし，  は資本所得の比例税率，  は給与所得以外の労
















労働・資本所得にかかる比例税率  および  は，以下の式によって推
定する。
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mrohoroğlu (2013) “Fiscal Reform and 
Government Debt in Imrohoro.Japan: A Neoclassical Perspective,” IMES 
Discussion Paper, No. 2013-E-10.
Hirata, Hideaki and Keisuke Otsu (2011) “Accounting for the economic 
relationship between Japan and the Asian Tigers,” mimeo. 
I
4
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る。なお，2000年基準の推計の2006年以前についてはGunji and Miyazaki 
（2011）に掲載されているのでそちらを参照されたい。2007年の推定は 
Gunji and Miyazaki （2011）にも掲載されているが，確報により値が変わっ
たため推定し直した。
表１　労働所得および資本所得にかんする平均限界税率 
Year MTRLs MTRKs MTRLw MTRKw MTRL MTRK
93SNA（2000年基準）
2007 0.2279 0.2619 0.6123 0.1763 0.5068 0.1054 0.1853 0.5179
2008 0.1729 0.2692 0.6786 0.1855 0.5654 0.0976 0.1936 0.5765
2009 0.1740 0.2701 0.6013 0.1780 0.4837 0.0930 0.1865 0.4946
93SNA（2005年基準）
1994 0.2072 0.2389 0.6323 0.1878 0.5034 0.1083 0.1933 0.5173
1995 0.2040 0.2394 0.6470 0.1735 0.5282 0.1111 0.1808 0.5414
1996 0.2131 0.2353 0.6336 0.1728 0.5293 0.1208 0.1803 0.5419
1997 0.1966 0.2504 0.6633 0.1820 0.5321 0.1107 0.1896 0.5467
1998 0.1834 0.2649 0.6717 0.1786 0.5291 0.1078 0.1879 0.5445
1999 0.1899 0.2376 0.6121 0.1713 0.5057 0.1064 0.1784 0.5170
2000 0.2079 0.2411 0.5880 0.1712 0.5051 0.1039 0.1785 0.5137
2001 0.1968 0.2391 0.5973 0.1698 0.5106 0.0977 0.1765 0.5191
2002 0.2087 0.2405 0.5585 0.1641 0.4596 0.1012 0.1718 0.4696
2003 0.2295 0.2352 0.5250 0.1609 0.4179 0.1043 0.1687 0.4290
2004 0.2406 0.2278 0.5273 0.1642 0.4227 0.1081 0.1711 0.4340
2005 0.2485 0.2342 0.5411 0.1709 0.4556 0.1131 0.1781 0.4653
2006 0.2529 0.2502 0.5635 0.1835 0.4673 0.1111 0.1909 0.4780
2007 0.2612 0.2620 0.5663 0.1759 0.4608 0.1054 0.1849 0.4719
2008 0.2070 0.2691 0.6089 0.1848 0.4963 0.0976 0.1931 0.5073
2009 0.2163 0.2695 0.5327 0.1766 0.4158 0.0930 0.1852 0.4266
2010 0.2290 0.2675 0.5358 0.1738 0.4168 0.0903 0.1823 0.4275
2011 0.2146 0.2820 0.5741 0.1789 0.4436 0.0876 0.1879 0.4550
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《Abstract》
This paper estimates Japanese average marginal tax rates on factor 
incomes around the time of the Lehman Brothers collapse. For this 
purpose, the paper uses the 93SNA (2005 Standard) data and the 
methodology of Gunji and Miyazaki (2011). The findings are as follows. The 
tax rates on capital incomes are higher based on the 2005 Standard than the 
2000 Standard. In 2008, the average marginal tax rates on labor incomes 
were stable, whereas those on capital incomes increased. The growth rate 
for Japan’s GDP and the capital tax rate have a negative correlation. 
Compared to the dramatic drop in capital incomes, capital tax payments 
declined gradually.
